
市 内 外で 活 動してい る方々

茨 木 市 北 部 地 域 の 課 題 解 決 を 目 指 し て 。

 課 題 解 決 に 向 け た「 仕 組 み 」を デ ザ イ ン す る 。

茨木市は、大阪市や京都市へアクセスしやすく、大学・高校をはじめとする教育機関、ショッピ

ングモール、商店街、飲食店などの商業施設も充実していることから、関西圏の中でも「住みよ

いまち」「利便性の高いベッドタウン」として評価が高く、茨木市全体の人口推移は毎年増加傾

向にあります。一方、北部山間地では、若者を中心とする人口流出と農林業従事者の高齢化に

より、産業や環境保全の停滞が続いています。特に問題となっているのが、山間地の「深刻な過

疎化」です。茨木市の全面積の約半分が山間地にあたりますが、市街地の人口に対して約1%と

いう統計もあります。

いばきたデザインプロジェクトでは、このような課題解決に向けて、地元で暮らしている方々を

はじめ、市内外のさまざまな人たちが北部地域に関心を持ち、みんなで考え、一緒に取り組んで

いくことができるフィールドを創出していきます。

いばきたデザインプロジェクトは、平成30～令和2年度の3年間を実践期間として、

活動の過程や成果を編集し、期末ごとに「冊子」を発行します。

本年度は、「旧石河村地区」と「大岩いも掘り園」を対象にしています。

たわわに実った稲穂が風に揺れ、里山の秋を美しく彩る「大岩の棚田」。さらに数日後には、見事な彼岸花が咲き始めました。

大学、専門識者、クリエイターをはじめ、

地元地域の方々や北部地域で活動する

団体と連携を深め、協働の体制をつくる

北部地域と密接につながり

フィールドワーク、取材、編集などの活動を行う

課題解決に向けて

みんなで意見やアイデアを出し合える「場」をつくる

プロジェクトチ ーム

情 報 発 信  情 報 共 有

活動を通じてプロジェクトの「仲間」をつくっていく

過 程と成 果 を

地域課題の「見える化」を行い、みんなで共有する

歴史、文化をはじめ、自然環境、人々の暮らしなど

地域資源や魅力を再発掘していく

北部地域の未来図を一緒につくっていく
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北部地域で暮らしている方々
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地 域 の 魅 力 や 資 源 を 見 出 し

「 新 た な 価 値 創 出 」 に 向 け て 、

ス ト ー リ ー を つ む ぎ あ げ て い く 。

大 阪 大 学 大 学 院  工 学 研 究 科 の 学 生 た ち が

「 大 岩 い も 掘 り 園 」 で 芋 掘 り 体 験 を 行 い ま し た 。

例年通りに開園した、いばきたの地域資源「大岩いも掘り園」では、市内外のたくさん

の人たちが訪れ、予想を上回る集客となりました。市とともにいばきたデザイン

プロジェクトに取り組む大阪大学大学院工学研究科環境エネルギー工学専攻

都市環境デザイン学領域の学生たちが芋掘り体験に挑戦。「大岩観光農業組合

大岩いも掘り園」の方々の指導のもと、はじめての芋掘りに一同のテンションも

上がります。簡単そうで、なかなか難しい。けれどコツを掴むとザクザクと大収穫

です。最後は美味しい焼き芋をいただき大満足。自然に包まれ、土と触れ合いながら

「食の循環」「地産地消」について学ぶことができ、とても貴重な一日となりました。

見山の郷に新しいコーナー

「de 愛キッチン」がデビューしました。

見山の郷では、コロナ禍に対応した販売形式として、テイクアウト専用の

コーナー「de 愛キッチン」が登場。注目の新商品は、生甘酒と豆乳をベースに

した、生姜、ほうれん草、かぼちゃの三種類のスムージー。そして、大豆＋

米粉＋玉ねぎ＋自家製豆乳（卵不使用）でつくったパテをさっくりと揚げ、

特製龍王味噌ソースをからめて、季節の野菜とともに米粉のバンズに挟み

込んだ「大豆ミート味噌カツバーガー」。すべて地元産の素材を使ったカラダ

に優しい一品です。お立ち寄りの際には、ぜひお試しください。

※「バーガー」は、土日のみの数量限定販売です。

開 設 か ら 4 5 年 以 上 の 歴 史

広 く 永 く 愛 さ れ る 「 大 岩 い も 掘 り 園 」。

開設から 45 年以上の歴史を持つ、茨木を代表する人気

スポット「大岩いも掘り園」。9,900平方メートルの広大な畑

には2万3千本の「紅はるか」が株植えされます。毎年9月

15日から11月3日の土・日・祝に開園され、1万人以上の

人々を集客。親子連れはもちろん、団体での利用も多く、リピー

ト率も高い。令和2年度のいばきたデザインプロジェクト

では、地域編・旧石河村、施設編・大岩いも掘り園にフォー

カスを当て、情報共有やネットワークづくりをサポートして

いきます。市内外の人たちから永く愛される大岩いも掘り園。

その存在意義を探り当てながら、北部地域全体の魅力アップ

に向けたアイデアや手法を見出し、「新たな仕組みづくり」へ

とつなげていきたいと考えています。

毎年の恒例行事である「大岩太鼓巡行」。提灯と電飾に彩られた数台のトラック上に、「大岩太鼓保存会」のみなさんが地域の歴史と伝統を伝えるべく、豪快に太鼓を打ち鳴らしながら大岩地域を巡って

いきます。今年はコロナ禍の影響で例年通りの開催とはなりませんでしたが、大岩いも掘り園で開催された「大岩こどもまつり」の会場など、小規模ながら数カ所の拠点にて大岩太鼓を披露しました。
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